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1　沿　　　革

大正6年末熊本市において,電車敷設問題が具体的に研究され始めたが,その後, 6年有余の準備期間を

終え大正1 3年8月1日当時の文化的交通観閲として市民待望の市営電車が開通,以来市勢の進展と共に漸

次蝿線の拡張を行い_約半世紀の間.市営交通の主要機関としてその役割を果たしてきた。

しかしー近年の急速なる経済成長を背景とした都市構造の変化あるいはモータリゼーションの急速な進展
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り存置する都市はきわめて少なくなっているのが現状である。

本市においても,昭和4 0年2L・月川尻線( 7.5km)を廃止したのを始め4 5年には無本市交通事業審議会

の答申に沿い5月より南無本線( 1.6km)・坪井線(2.1km),史に, 47年3月より子飼橋線(1.6km)

を廃止し、利用客の少ない確線より段階的にノミス輸送におきかえたが、現在なお4 0両の車両で2系統の噸

線を運行している。

一方_ノミス事業は昭和2毎1 1月2 3日電車の補助的交通便所として1 7台のノミスで運行を開始したが,

その後都fhL圏の広域化に対応して、毎々ノミス鞄線網の拡充・整備に努めて来た結果.バス利用客は年々順調

な増加をたどってきたO　しかし、近年における著しい　モータリゼーションの進展により大量交通機関の生

命である定時運行の確保が困難になるなど企業環境の悪化傾向に伴い一利用人員は伸び悩みの状況をみせて

いるがー現在228両(うち貸切24両)で1 04系統を運行するに至っている。

このように都市交通をとりまく環境の変化は市民の生活環境に大きな影響を与えるのみならず、大量輸送

機的の機能低下により交通事業は深刻な経営危機に直面するにいたったので,昭和4 8年8月1日施行され

た「地方公営交通事業の経営健全化の促進に関する法律」にもとずいて財政再建団体としてー昭和4 8年度

を初年度とする1 5年間にわたる再建計画を策定し,国及び市」扱会計からの財政援助と経営合理化.企業

環境の改善整備、利用者負担の適正化によってー経営健全化を推進していくこととなった。

さらに都市交通問題については.昭和4 8年9月に第2次「無本市交通問題研究会」が発足し_先の第1

次交通問題研究会の報告の趣旨にもとづいて,電卓バス等の既設輸送後閑のあり方や、将来の都市交通観朗

を含めた都市交通体系について,具体的検討をす・ゝめている0

2　軌道事業(大正13年8月1日事業開始)

(1)輸送状況

: u ' 4 4 4 5 4 6 . 4 7 4 8

年間輸送人 員 (人 ) 2 3ユ5 2 2 2 7 1 95 1 3 8 98 1 8 8 6 25 1 0 1 62 6 76 1 7 1 52 0 3J97 0

年間走行キ ( km 1 2β1 9,7 4 5.2 2 ,4 1 03 1 7.6 2 2 9 7,7 9 8 6 IS 7 2 1ー0 4B 1,7 1 6,7 0 7.4

使 用 車 両 ( 両 ) 1 3β0 1 l l.4 7 3 1 08 6 5 85 1 2 78 5 6

利 用 率 ( % ) 1 45 1 22 l l.7 96 8月

乗 車 料 収 入 ( 円 ) 4 5 2β8 63 8 8 4 1 9,43 63 9 9 4 0 72 8 25 1 8 3 6 4ユ6 71 9 6 4 6 2ユ6 8β7 2

日 .

辛

均

輸送人員 ( 人 ) 6 34 3 1 5 3,4 6 3 5 15 3 7 4 45 6 8 4 16 5 4

走行キ ( km ) 7,7 2 5 66 0 5 62 7 8 51 2 9 4 6 8 6

使用 車両 ( 両 ) 3 73 3 1 .4 2 9 .7 2 33 2 15

乗車粗奴入 (円 ) 12 4 0,7 8 5 1ユ4 91 4 1 1ユ1 2,7 9 4 9 9 7,7 1 8 12 6 6 2 1 6

一日

* -f

.一均

輸 送人員 ( 人 ) 1.7 0 2 1.7 0 1 1,7 3 6 1.9 1 2 13 3 5

走行キ ( km ; 2 0 7 2 1 0 2 1 1 2 2 0 2 1 8

乗車料収入 ( 円 ) 3 32 9 8 3 65 6 0 3 74 8 7 4 2,7 8 4 5 8 8 1 2

表 定 適 度 (km/ H ) l l.5 1 1 5 l l.7 1 2.2 1 2.5
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(2)営業路線

輔 <A ji- ;o: 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8 ▼

堵 線 延 長 ( km ) 1 7 .4 1 9 1 3 .6 2 2 1 2 .0 2 6 1 2 .0 2 5 1 2 .0 2 5

単 線 延 長 ( km ) 0 .7 0 5 0 .6 6 5 0 .2 7 7 0 .2 7 7 0 2 7 7

複 線 延 長 ( km ) 1 6 .7 1 4 1 2 .9 5 7 l l .7 4 9 l l .7 4 8 l l .7 4 8

営 業 鞄 線 延 長 ( km ) 3 4 .1 3 3 2 6 .5 7 9 2 3 .7 7 5 2 3 .7 7 3 2 3 .7 7 3

運 転 系 統 (系 統 ) 6 3 2 2 2

運

伝
系
疏

g巨
離

総 長 ( km ) 3 6.4 0 5 2 0 .8 8 2 1 5 .8 7 6 1 5 .8 7 8 1 5 .8 7 8

最 長 ( km ) 8 .6 7 6 8 .6 7 6 9 .1 9 4 9 .1 9 3 9 .1 9 3

最 短 ( km ) 3 .6 1 5 5 .4 9 6 6 .6 8 2 6 .6 8 5 6 .6 8 5

平 均 ( km ) 6 .0 6 8 6 .9 4 5 7 .9 3 8 7 .9 3 9 7 .9 3 9

停 留 所 数 ( カ所 ) 5 2 3 8 3 4 3 4 3 4

停 間

留 距

ph m

最 長 ( km ) 0 .5 4 0 0 .5 4 0 0 .5 4 0 0 .5 4 0 0 .5 4 0

最 短 C km ) 0 .1 9 6 0 .2 2 1 0 .1 8 0 0 .1 8 0 0 .1 8 0

平 均 ( km ) 0 .3 5 5 0 .3 6 8 0 .3 6 ヰ 0.3 6 4 0 .3 6 4

(3)系統別運輸成績
(昭和48年度)

系

統
区 間 走行キP 乗車人員 収 入 費 用 差 引

キ ロ当 り収 支
乗車効

収 入 費 用 差 引

2

健 軍 km

128 003 84

千人 千 千円 千円 円

33 7.76
I

I

円 円 %

無益 蔚 1289 5 4 323 54 6 00 476 △ 16 8122 46 91 0 ∠3 13 13 4 4 138

3

体 儲 )

上熊本駅前
43 06 69 2308 8 5738 20 201 9 △ 1 1628 1 19 9D 8

I

46 9D8

I

△270.0 0

-

22 01

1

計 17 107 0 74 1 5203

I

51 8092 80 2495

I

△ 28 44 03 30 28 5

I

46 91 0

I
i

△ 16 62 5

l

3 65 1

1

(荏)乗客1人当り料金収入
定期外　23.79円
定　期　21.56円
平　均　30.39円

(4)在籍車両数

卓 両 年 度
4 4 4 5 4 6 4 7 4 8

ポ
ギ
I
辛

ワ ン/ マ こ/ 4 2 4 2 4 2 3 7 3 7

ツ ー マ ン′ 1 8 1 8 8 3 3

計 6 0 6 0 5 0 4 0 4 0
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(5)料　　金
昭和48.年2月21日認可
昭和48年3月　1日実施

種 別 数 量 料 金 摘 要

定

期

外

運

質

it
E3

過

運

S5

普 通 運 賃 1人 1回(片 円
35

小 児 運 賃 〟 20

1 2 才未満の者ー 6 才未満の幼児は保護者

同伴め場合に限り1 その1 人は無料

特 殊 運 賃 〟 20
身体障害者及び養亀施設児童及びその介護

人又は付添人

団 件 乗

車 運 賃

普 通 〟 33
5 0 人以上の団体で同時に～定の停留所で

乗降する場合 ( 1 2 才以上の団体 )

小児及
〟 18

同上。1 2 才未満の小児及び身体陣等者、

び特殊 びに養轟施設児童の団体

回

&

莱

辛

w

普 通 1冊 11枚綴 3 5 0

通 学 1冊 13枚綴 3 5 0

学校又は身体障害者福祉法若しくは児童福

祉法に規定する諸施設に通学 ( 園 )する者

C証明必要 )

定

初

ォ

質

通 勤

1 カ 月 15 7 0 普通運賃の6 0 倍9 2 割 5 分引

3 カ 月 44 7 0 1 カ月定期運賃額の3 倍の5 分引

6 カ 月 8,4 7 0 1 カ月定期運賃嶺の6 倍の1割引

通 学 ( A 種 )

l 刀 月 9 6 0 普通運賃の6 0倍の 5割 4 分引

3 カ 月 2,7 3 0 1 カ月定期運賃頚の3 倍の5 分引

6 カ 月 5J 8 0 1 カ月定期運賃額の6 倍の1 割引

通 学 ( B 種 )

l 刀 月 52 0 普通運賃の6 0 倍の 7 割 5 分引

3 カ 月 1.4 8 0 1 カ月定期運賃額の3倍の5 分引

6 カ 月 2β00 1 カ月定期運賃観の 6倍の1 割引

通 勤 通 学

l 刀 月 1,7 4 0
通勤定期運賃の2 分の1 の額と通学(A 種)

定期運賃を合算した徽

3 -1 月 4 9 5 0 1 カ月定期運賃の3 倍の5分引

6 カ 月 93 9 0 1 カ月定期運賃の6 倍の1 割引

全 線

l 刀 月 28 9 0 普通運賃の1 8 0 倍の5 割 4 分引

3 カ 月 82 3 0 1 カ月定期運賃の3 倍の5 分引

6 カ 月 15β0 0 1 カ月定期運賃の6 倍の1 割引

電 卓 . 自 動 車

共 通 定 期

1 カ 月 電車と自動奉職線が並行している区間を利

用する者でー電卓と自動車の定期運賃のい

ずれか高額となる運賃額
3 カ 月

6 カ 月
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3　自動車運送事業

(1)輸送状況

乗　合　昭和2年11月23日事業開始
貸　切　昭和6年　5月23日事業開始

年 度

事 項 区 分

4 4 4 5 4 6 4 7 4 8

乗 合 貸 切 乗 合 貸 切 乗 合 貸 切 乗 合 貸 切 乗 合 貸 切

年 間 輸 送 人 員 的 38.7 7も108 2 87,02 2 37.285.845 27 0.6 76 36,643,508 2 77,694 3&3S0.199 30 9,5 4 9 36.896′420 28 9.132

年 間 走 行 キ ロ (也 ) 6.5 55.84 6 6 93′087 7.2 02,3 94 5 60,15 8 7,2 92.3 98 6 93,8 18 7,584,9 66 77 5,6 45 7,32 1,08 2 65 1.8 1 7

使 用 車 両 (雨 ) 56,32 6 5.79 0 6 0,8 06 5.82 7 61.3 53 6,33 6 6 4,5 64 7.11 5 6 2.80 0 9,388

利 用 率 物 2 4.3 23、2 2 2▼3 22.7 ZJ.5

乗 車 科 収 入 (円 ) 712.099,705 94,414,405 IA1Zわ88273 100JB39209 1029,817,055 106217,114 1,103284840 120M 1600 LH 9255J630 153.60& 158

日

千

m

輸 送 人 員 (人 ) 106,23 0 78 6 10 2,1 53 7 42 1 00,119 75 9 1 05,15 1 8 48 10 1,08 6 792

走 行 キ ロ (Km ) 17,96 1 1.8 9 0 19.732.6 1,8 09 19.92 4.6 1,89 6 2 0,73 0 2′12 5 2 0.05 7 1.78 5

使 用 車 両 (両 ) 154 3 16 167 16 168 1 7 17 6 1 9 1 72 16.9

乗 車 科収 入 (円) 1,95 0,95 8 2 58.6 70 2,77 4一4 8& 275.724 2′,8 13.70 8 2 90,21 1 3,0 22,69 8 32 8.8 9 7 3.S8 & 3 72 42 0.84 4

一平

日

車均

輸 送 人 員 (人 ) 68 $ 6 13 59 7 S li ヰ 5,8 75

走 行 キ ロ Lh i) 116.4 11 8.4 1 18.9 117.4 1 16.6

乗 車 科 収 入 (円 ) 1 乙6 42 16一6 5 4 16.78 5 17,08 9 2 2,60 0

未 定 速 度 ( Kiv ' H ) 13.1 13、L) 13.0 13.0 13ー6

(&)　4 8年度の表定速度は紐所要時分から起終点の調整時分を差し引いて計算した

(2)営業路線

事 項 年 度
4 4 4 5 4 6 4 7 4 8

免 許 指 線 ( km ) 1 2 9.1 8 1 3 4.0 1 5 1 3 4.6 7 5 1 3 8.3 3 5 1 3 8.5 4 5

営 業 職 線 ( km ) 1 2 8.1 6 1 3 3.4 1 5 1 3 3.6 3 5 1 3 9.2 3 5 1 3 8.5 4 5

休 止 鞄 線 ( km ) 2.3 0 .6 1.4 6 0.4 0.4

停 留 所 数 (カ所 ) 3 5 0 3 6 1 3 6 3 3 7 2 3 7 2

停間

留置巨

所離

最 長 ( km ) 2.2 2 .2 2.2 2.2 2-2

最 短 ( km ) 0.1 0 .1 0.1 0.1 0ユ

平 均 ( km ) 0 .3 6 9 0.3 6 9 0 .3 6 9 0.3 7 2 0.3 7 2

運系

疏

転数

鞄 腺 (箱線 ) 3 4 3 0 3 0 2 9 2 9

系統数 (系統 ) 7 9 9 7 9 6 1 0 5 1 0 4

運 E巨

玩

*

統 離

総 長 ( km ) 6 0 8.9 7 1 9.6 7 1 7.4 8 4 1.8 8 3 1.1

最 長 ( km ) 1 4 .4 1 4.4 1 4 .4 1 9.2 1 9.2

最 短 ( km } 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

平 均 ( km ) 7.7 1 7.4 7.4 7 8 .0 2 7.9 9

(3)在籍車両数

年 度

車 両
4 4 4 5 4 6 4 7 4 8

莱

負

ワ =/ マ ン. 1 2 5 1 4 5 1 7 4 1 8 0 1 8 3

ツ ー マ ン′ 5 1. 4 8 3 3 2 7 2 1

貸 切 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4

計 2 0 0 2 1 7 2 3 1 2 3 1 2 2 8
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(4)路線別運輸成績
(昭和48年度)

寡

疏

香

早

路 線 名

( 系 統 数 )
走 行 キ ロ 乗車人員 収 入. 費 用 差 引

1 km 当 り
乗 車

効率
収 入 費 用 差 引

1 第 1 場 伏 線 (2)

km 千人 千円

1 7 0β5 3

千円 千円 円 円 刀 <$>

5 9 15 5 8 4158 6 1 1 5β3 6 5 5β1 7 2 8 8.4 8 1 9 5 4 8 9 30 0 2 13

2 第 2 濠 状 線 (3) 5 3 2 6 3 7 3 2 4 7 1 2 1,4 3 1 1 23 4 6 85 8 9 2 2 7S 9 2 1 18 6 1 61 3 2 39

3 池 田大 窪 線 (6, 3 1 8 3 2 4 1,7 3 4 一6 91 8 6 0ユ5 4 90 2 6 2 1 73 3 1 8 8 9 7 2 8 3 6 1 86

4 新 外 京 境 線 M ) 6 7 63 2 4 3 9 4 8 1 6 89 9 5 1 3 41 8 0 3 4 β15 2 4 98 7 1 9 8.4 0 5 14 7 2 3.4

5 帯 山 振 (5) 3 3 73 3 7 1β2 3 7 71 4 0 6 42 2 7 1 2 9 1 3 2 2 86 7 1 9 03 9 3 82 8 2 3.4

6 島崎保 田窪線 (8) 3 4 7,7 5 3 18 5 7 8 66 8 5 9 12 9 0 ∧ 4 6 0 5 2 4 92 7 2 6 25 1 32 4 2 45

9 四万池立田ロ顔 u0, 9 9 2 0 5 8 5 0 6 9 2 1 90 2 2 1 9 58 7 5 2 3ユ4 7 2 2 07 8 1 9 7.4 4 2 3 3 4 1 95

10 野口立 田ロ線 (2) 2 9 61 9 8 8 8 5 4 0ユ2 0 5 59 7 6 △ユ5 β5 6 1 3 54 5 1 8 89 8 怨 3 5 3 l l.9

l l 御 幸 ノ木部 線 (2) 1 4 6 0 0 8 6 2 7 2 99 2 4 3 9ユ2 4 △ 92 0 0 2 0 49 5 2 6 7S 6 6 3 0 1 2 60

12 楓 柏 頁線 (3) 1 8 7 β7 2 11 8 1 4 62 0 5 6 3,7 2 9 △1 75 2 4 2 4 59 4 3 3 92 1 32 7 2 69

13 川 尻 線 .W 8 9 88 7 8 3.4 3 1 1 5 2 2 4 4 1 8 59 1 4 △3 3β7 0 1 6 95 2 2 0 7∫)1 ∠̂3 7.4 9 2 02

14 画 図 線 (8) 2 4 6 2 0 8 12 5 4 5 15 0 2 8 3 5 2 0 △3 20 1 8 2 0 9ユ8 3 3 92 3 .0∫)5 2 40

15 た け み や 醜 く1) 4 51 1 7 2 6 2 1 0ユ2 2 8 5 2 2 1,6 0 0 2 2 43 5 1 8 & 8 3 54 6 3 15

16 沼 山 津 .級 (3) 9 6 3 1 1 3 6 9 1 5,4 3 18 2 1 5 △ 27 7 9 1 6 02 7 1 8 9ユ3 8 8 6 1 6 5

1 7 軌 昭和 町放 (8) 4 8 2,4 0 9 22 1 4 9 22 8 4 9 2 3 7 7 △ 9 3 1 9 13 0 1 9 14 9 △ 0 ユ9 2 1β

18 東 町 団 地線 ▼(3) 13 0β0 1 4 8 0 2 0,7 7 1 94 6 5 13 14 2 0 17 4 1 8 83 8 1 2 .7 6 2 1月

19 中 央 壕 状腺 (1) 2 8 7声2 4 1ユ4 4 4 62 6 5 4 3 2 9 △ 80 6 0 1 6 09 2 1 8 83 5 △2 8 .0 3 93

2 1 高 平 団 地線 (1) 6 3,4 3 9 2 5 6 1 18 0 7 2 15 2 7 △1 05 2 0 1 7 35 1 3 3 93 3 5 8 2 2 73

22 県会議 事堂線 (1) 5 89 6 3 3 2 0 1 2ユ9 1 13 8 2 2 1 5 2 0 68 6 2 0 32 1 3 6 5 2 2.7

2 3 県 庁 壕 状線 (I) 18 60 0 0 8 6 2 3 1β6 1 3 55 5 5 ∴＼ 36 9 4 1 7 13 0 19 1ユ6 9.8 6 1 53

2 7 上 熊 本 線 (4) 2 6 70 7 5 9 5 9 3 5,7 0 5 0,4 69 △1 47 6 2 1 3 3.7 0 1 8 89 7∠̂5 5 2 7 1 5.3

28 南 熊 本 線 (3) 9 9,7 1 3 2 6 8 1 0,4 8 1 8 8 4 3 △ 83 6 1 1 0 5 1 2 1 8 8P 7 3 8 5 7.2

2 9 長 清 団 地放 (2) 6 1ユ7 5 2 2 1 83 2 2 0,7 58 △ユ24 3 8 1 3 6∫)0 3 3 93 0 3 3 2 1 9.4

合

計

路 線計 ( 1 0 4 ) 73 2 1D 8 2 3 6β9 7 15 2 75 6 9 5 5 4 5 13 ∠当2 69 4 4 2 0 8 6 5 2 1 23 3 △ 36 8 2 06

貸 切 計 6 5 1β1 7 2 8 9 1 6 6,4 4 3 2 0 29 8 3 ∠̂3 65 4 0 2 5 5 3 5 3 1 14 6 0 6 -

合 計 79 7 28 9 9 3 71 8 6 1,6 9 40 1 2 7 5 7 4 9 6 △6 3,4 8 4 2 1 2.4 7 2 2 0.4 3 △ 7 9 6 -

(班)乗客1人当り料金収入　　　　系統番号　⑧柄団地線は⑨四万池、立田tj線に含む

定期外　4 1.0 1円　　　　　　　　　　㊨上熊本、昭和町線は㊥両町、昭和町線に含む

定　期　3 3.85円　　　　　　　　　@・島田地紋は⑲野口、立田口線に含む

全　体　3 8.4 7円　　　　　　　　　⑲大江渡鹿蓮台寺線は㊥四万池立田口線に含む
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(5)料　　金

ア　乗合自動車乗車料金

(普通旅客運賃)

昭和48年2月21日認可
昭和48年3月　1日実施

凄 別

区 間

運 賃 最低運賃

旅客運賃の割引
大 人 ( 中学生以上 ) 小 児

(/j尊生以下)
大人 小児

均～区間

荒尾橋、花園校前、電通学園前、永浦橋、

大人運賃

の半額

ただし

1 0 円未

満は 1 0

円に切 り上

げ

3 0 円 2 0 円

身体陣等者手帳の

黒髪 6 丁目、南平、東水前寺、東出水、北亀 交付を受けている .

熊商前、江津遊園地前、出仲間、下近見、 者及び介護人0

野口町に囲まれた地域 4 0 円 諸施設により養護

又は保護を受けて

いる者及び付添人

対キロ区間

割引運賃を除き、一区間の最低運賃を3 0 円

とし、これを越える区間については、一区増 ‥普通旅客運賃の

すごとに 1 0 円加算○ただし他の事業者 と競 5 割引

合する場合で他の事業者が主として経営する ただし 1 0 円未

路線にあっては基準賃率 9 円に基づく対 K 区 満の場合は 1 0 円

間別運賃 単位に四捨五入

均一区間 乗降区間のK 程に対応する対 K 区間別運賃0

～ ただし運賃制定形態ごとの運賃敬の併算が前

対キロ区間 記の運賃額より低敬となる場合は併算額

(回数旅客運賃)

種 別 数 量 料 金 摘 要

普通回数

旅客運賃
1 冊 1 1 枚綴

乗降停留所間の片道普通旅客

運賃を1 0 倍した額通学回数

旅客運賃
1 冊 1 3 枚綴

学校又は身体障害者福祉法若し くは児童福
祉法に規定する諸施設に通学( 園 ) する者
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(定期旅客運賃)

種 別 期 間 割 引 率

通 勤 大 人

1 カ 月 当該区間の基 準運賃額の 6 0 倍 の 2 割 5 分引

S ヵ 月 1 カ月運賃額 の 3 倍の 5 分引

6 カ 月 1 カ月運賃額 の 6 倍の 1 割引

通 勤 小 児

1 カ 月 通勤大人 1 カ月運賃額の 5 割引

3 カ 月 通勤大人 3 カ月運賃額の 5 割引

6 カ 月 通勤大 人 6 カ月運賃額 の 5 割引

通 学 大 人

1 カ 月 当該区間の基準運賃額の 6 0 倍 の 4 割引

3 カ 月 1 カ月運賃額 の 3 倍の 5 分 引

6 カ 月 1 カ月運賃額 の 6 倍の 1 割引

通 学 小 児

1 カ 月 通学大 人 1 カ月運賃額の 5 割引

3 カ 月 通学大人 3 カ月運賃額 の 5 書帽 l

6 カ 月 通学大 人 6 カ月運賃額の 5 割引

通 勤 通 学

1 カ月
全区間往復乗車 とな る場合は 、乗車区間の大 人通勤定期運賃額 と大 人通学

定期運賃 額 との合算額の 2 分の 1 、その他 の場合は 4 分 の 1

3 カ 月 1 カ月.運賃額 の 3 倍 の 5 分引

6 カ 月 1 カ月運賃額 の 6 倍の 1 割引

身

障

通 勤大 人

1 カ 月 通勤大人定期運賃額 の 3 割引

3 カ 月 1 カ月運賃頚 の 3 倍 の 5 分引

6 >, 月 1 カ月運賃額 の 6 倍の 1 割引

通学 大人

1 カ 月 通学大 人定期運賃頚の 3 割引

3 * n 1 カ月運賃額の 3 倍の 5 分引

6 カ 月 1 カ月運賃額の 6 倍の 1 割引

電車 . 自
動車 共通

定 期

1 カ 月 電車と自動車箱線 が並 行 してい る区間 を利用す る者 で、電車と自動車 の定

3 カ 月 期凄賃 の うちいず れか高額 とな る運賃

6 カ 月

イ　貸切自動車乗車料金　昭和48年2月21日認可
昭和48年3月　1日実施

区分 種 別 算 出 単 位
大 型 車

(旅客席5 0人以上)

中 型 車

(旅客席 4 9 人以下

～ 3 0 人以上 )

小 T型 車

(旅客席2 9人以下)

キ

ロ
刺

運

質

1 皐 1 K 当 り運賃

1 0 0 K まで 1 K につき
円

2 6 0
円

2 2 0

円

1 8 0

1 0 O K をこえ 3 0 O K まで

の 1 K につ き
1 9 0 1 5 0 1 3 0

3 0 0 K をこえる 1 K につき 1 6 0 1 3 0 1 1 0

欝

制賃

基 本 運 賃 1 時間以内 7,1 0 0 5,4 0 0 4,8 0 0

時 間 運 賃
1 時間をこえ 8 時間までの 1

時間につき
4 ,7 0 0 3.6 0 0 3,2 0 0

料

」

深夜 .早朝 彰鞘 金 1 時間につ き 1,0 0 0 1,0 0 0 1,0 0 0

時 間 待 機 料 金 1 時間 ,jC つき 1,5 0 0 1,5 0 0 1,5 0 0

宿 泊 待 機 料 金 1 泊につ き 1 0,0 0 0 1 0,0 0 0 1 0,0 0 0

! 回 送 料 金
2 0 K をこえ

る1 K につき

1 0 O K 、まで 1 5 0 1 3 0 1 1 0

1 0 1 K 以上 1 3 0 1 0 0 8 0

航 送 料 金 1 時間につ き 1,5 0 0 1,5 0 0 1,5 0 0

特殊車両割 増料金 運 賃 の 5 割 まで
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4　経営状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

午

事 項

4 4 4 5 4 6 4 7 4 8

戟

道

辛

莱

総 収 益 4 8 7 0 6 6 β3 0 4 4 2 9 1 1 2 8 9 4 3 1ユ8 3 1 1 5 3 9 1 .7 5 8 0 0 7 5 1 8 0 9 2 1 0 9

乗 車 科 収 入 4 5 2 8 8 6 3 8 8 4 1 9 4 3 6 3 9 9 4 0 7 2 8 2 5 1 8 3 6 4 1 6 7ユ9 6 4 6 2 1 6 8 8 7 2

そ の 他 収 入 3 4 1 8 0 ,4 4 2 2 3 ,4 7 4 β9 0 2 3 9 0 0 5 9 7 2 7 5 9 0β 1 1 5 5 9 2 3 2 3 7

総 費 用 6 9 8 0 5 2 3 6 1 7 1 3 2 3 4 2 5 8 7 4 2 1 3 0 ,7 4 3 7 1 8 6 7 5 9 3 4 8 0 2 ,4 9 5 5 3 0

人 件 費 5 4 9 ,4 8 4 0 5 1 5 8 3 ,4 5 8 9 3 3 6 0 5 ユ4 6 3 0 3 5 7 8 4 0 0 ^ 6 2 6 3 8 ,4 4 2 9 7 5

減 価 償 却 費 6 0β9 8 1 3 3 5 1 5 6 6 3 5 5 5 1,7 3 1 ,7 1 9 4 4 9 4 0 3 3 1 4 2 3 2 8 ,7 7 0

電 力 費 2 9 声7 9 6 2 0 2 5 9 4 0 2 5 3 2 5 0 0 5 5 6 1 2 0 3 2 1 ,7 0 0 1 8 ,4 6 1 2 5 5

支 払 利 息 2 6 1 0 3 6 5 6 2 8 ,4 3 5 3 5 2 3 0β1 0 8 3 7 5 2 5 4 7 9 3 5 7 5 2 4 2 3 3 6

修 繕 費 1 0β4 4 0 4 9 9 2 9 4 9 1 4 8 3 4 8 8 2 6 7 2 3 1ユ1 7 1 0 3 1 8 5 0 0

そ の 他 2 13 1 5声5 2 1 4 5 3 8 4 5 1 2 1 2 8 7 3 9 7 1 4 5 3 3 8 8 9 1 7 7 0 1,6 9 4

単 年 度 損 益 △2 1 0 3 5 8 5 3 1 △2 7 0 3 2 2 9 6 9 ∠さ3 1 0 9 4 7 5 2 8 △3 2 6 9 1 7 9 2 7 ∠̂2 8 4 4 0 3 ,4 2 1

累 積 欠 損 金 4 7 7 6 3 9 8 4 8 8 1 6 0 0 6 1 3 1 9 9 4 3 2 2 9 1 3 1 3 4 7声6 4 5 2 8 1 6 3 2 6 6 6 1 5 3

自

総 収 益 8 2 8 7 1 0 3 8 7 11 4 4 β6 2 0 8 2 1ユ7 0 3 2 4 2 9 4 1 2 7 5 5 9 0β3 1 1β 9 4 0 1 1 8 0 5

乗 車 料 収 入 8 0 6 ,7 5 8 1 4 0 1 1 1 3β6 1 9 0 2 1ユ3 6 4 1 0 ,7 7 9 12 2 3 9 9 8 4 4 0 1声 7 3 2 9 2 J5 8 8

そ の 他 収 入 2 1 3 5 2 ,7 4 7 3 1 2 0 0ユ8 0 3 3 9 1 3 5 1 5 5 1 5 9 2 3 9 1 1 2 0 ,7 1 9 1 1 7

総 費 用 9 6 1,4 6 7 9 9 4 1 1 6 5 8 8 8 4 2 1 1 3 2 9 ,4 9 1^ 6 0 1 5 3 8 9 7 8 ,7 5 6 1 ,7 5 7 ,4 9 6 4 0 1

動 人 件 費 6 7 5 ,4 0 6 3 2 9 8 3 9 9 6 5 1 9 1 9 8 4 5 2 2 ,4 7 4 1 1 8 2 D 2 4 6 6 0 1 3 5 8 0 1 9 5 0 3

車 減 価 償 却 費 7 9 5 6 4 2 5 4 7 7 3 8 1 9 4 1 7 4 4 1 6 3 3 9 7 0 2 0 1 1 4 2 6 9β0 8 9 0 9

逮

送

早

莱

燃 料 費 6 6 9 7 2 6 6 3 7 1 3 3 5β6 6 7 2 6 5 7 6 3 9 8 0 9 7 6 3 8 7 8 7 6 9 19 3 5

支 払 利 息 3 4 β2 7β9 6 4 3 9 3 1ユ1 9 5 3 2 1 3 3 8 0 5 0 ,7 2 9 2 5 2 6 1 3 7 2 ,4 0 4

修 繕 費 3 5 0 5 7 1 9 1 4 5声2 7 0 2 6 4 5 5 4 7 2 2 8 4 8 5 0 0 3 3 1 5 9 2 2 4 3 9 5

そ の 他 6 9 6 3 9 8 6 1 8 7 ,7 4 7 ,4 7 8 9 9 1 3 4 5 0 0 1 0 6 5 4 6 9 8 4 1 2 0 3 7 9 2 5 5

単 年 度 損 益 A 1 3 2 ,7 5 7 1 0 7 △ 2 1 ,0 2 6 3 3 9 △1 5 9 1 6 7 2 6 6 △2 6 3 3 8 7 9 2 5 △ 6 3 4 8 4 5 9 6

累 積 欠 損 金 1 8 8β0 9 1 9 3 1 9 9 ,4 1 3 4 7 8 3 5 8 5 7 1β3 3 6 2 1 9 5 9 ,7 5 8 6 9 0 9 9 4 9 0 0

計

総 収 益 1 3 1 5 ,7 7 7 7 1 7 1 5 8 7 7 7 3 3 7 1 1.6 0 1 5 0 7 ,4 0 9 1β6 7 3 4 8β3 8 2 2 1 2 1 0 3 3 1 4

乗 車 料 収 入 1 2 5 9 6 4 4 5 2 8 1 5 3 3 0 9 8 3 0 1 15 4 3 6 9 3 2 9 7 15 8 8 1 6 5β3 6 2 0 3 5 ,4 6 1^ 6 0

そ ▼の 他 収 入 5 6 1 3 3 1 8 9 5 4 6 7 5 0 7 0 5 7 β1 4 1 1 2 7 9 1 8 3 2 0 2 1 7 6 6 4 2 3 5 4

総 費 用 1,6 5 9 4 9 3 3 5 5 1Pβ7 9 1 2 2 6 7 9 2 0 7 1 ,6 2 2 3 0 3 2 2 5 7 5 5 4 6 9 0 2 5 5 9 9 9 19 3 1

人 件 費 12 2 4 8 9 0 3 8 0 1 ,4 2 3 ,4 2 4 1 2 4 1 5 8 9 β6 8 ,7 7 7 1,7 6 0 ,4 2 5 5 2 2 1 3 9 6 4 6 2 4 7 8

減 価 償 却 費 1 4 0 ,4 6 2 ,3 8 7 1 2 8 9 4 8 2 9 6 1 2 6 1 4 8 0 5 8 1 1 5 1 4 1 ,4 7 3 1 1 1 9 3 73 7 9

電 力 費 . 燃 料 費 9 6 5 5 2 2 8 3 9 7 2 7 5 9 1 9 9 7β6 3 3 0 0 1 0 18 9 8 0 8 7 1 0 6 1 5 3 1 9 0

支 払 利 息 6 0 S 3 13 5 2 7 2 3 6 6 4 7 1 8 3β2 4 2 1 7 1 0 3 3 7 7 1 8 7 1 3 7 2 1 4 7 4 0

修 繕 費 4 5 7 0 12 4 0 5 4 8 2 13 4 0 5 3 8 9 6 0 5 4 5 5 7 3 1 4 4 8 6 9 5 4 2 8 9 5

そ の 他 9 0 9 5 5 ,7 1 3 1 0 2 2 8 5 9 2 9 1 2 0 ,4 2 1 3 9 7 1 2 1 0 8 0 8 7 3 1 3 8 6 8 0 J9 4 9

単 年 度 損 益 △ 3 4 3 ,7 1 5β3 8 △ 2 9 1 3 4 9 3 0 8 △ 1 7 0ユ1 4̀8 9 4 △5 9 0 3 0 5 β5 2 ∠さ3 4 7β8 8 0 1 7

累 積 欠 損 金 6 6 6 2 4 9 0 4 1 1 0 1 5 ,4 1 9β0 9 1 3 5 2 8 9 4 7 4 6 13 6 9声2 4 2 8 6 2 3 2 3 6 6 1 ,0 5 3
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5　職員数及び給与

(1)部門別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭4 9.4.1現在)
部門別

事 項 男女

一 般 管 理 電 車 ノ、 ス 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 1 計

特 別 職 1 1 1 1

事 務 職 3 3 5 3 8 6 3 9 3 5 5 4 0. 7 4 1 3 8 7

技 術 職 2 2 7 7 . 8 8 1 7 1 7

運 転 手 8 3 8 3 32 9 3 2 9 4 1 2 4 12

車 掌 3 3 3 3 5 3 8 6 3 6 5 3 8 9

そ の 他 8 1 9 9 2 1 9 3 9 6 1 9 7 1 9 6 3 1 9 9

計 4 4 6 5 0 1 9 1 4 1 9 5 5 0 1 5 9 5 6 0 7 3 6 6 9 8 0 5

(2)部門別1人月平均給与額等

(昭4 9.4月分)

部 門 別

事 項
一 般 管 理 電 車 ノ、 ス 計

基 本 給 (円) 1 3 5 5 6 6 1 3 9 ,5 6 3 1 0 3 ,6 4 2 1 1 4β 0 3

特殊 勤 務 手 当 (円) 5 7 9 4 ,4 1 1 6 ,6 7 3 5 ,7 1 8

超 過勤 務 手 当 (円) 2 ,6 0 2 1,7 6 9 7 ,3 1 4 5 ,6 0 4

その 他 の手 当 (円) 5,4 5 0 3 ,9 5 9 3 ,3 2 8 3 ,6 2 1

合 計 (円) 1 4 4ユ9 7 1 4 9 ,7 0 2 1 2 0 ,9 5 7 1 2 9 ,7 4 6

年 齢 (才) 4 6 .1 4 9 .2 3 9 .5 4 2 .2

勤 続 年 数 (旬 2 0.8 2 4 .6 1 2 .5 1 5 .1 0

(注)計欄は特別職を除く

6　　施　　　設

施設名 事 項 所 在 面 積 使 用 日 的

交 通. 局 大江 5 丁 [∃1 - 4 0
rrF

1 2,0 5 4
事務所、電卓車庫
車両整備工場、電車大江詰所

帯 山 営 業 所 出水町国府 2 1 8 0

1 6ユ1 9

青山営業所、ノミス車庫

帯 山 整 備 工 場 〝 2 1 8 1 - 2 整備工場

坪 井 営 業 所 思鴬 3 T N 3 - 9 65 3 8 営業所、バス車庫

′ 日 吉 営 業 所 高江町1 2 5 0 - 3 0 5,5 3 8 営業所、バス車庫

＼本 山 営 業 所
本山町4 8 8 62 7 2 ;ミス皐鼠 小整備I 場
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